
宇都宮の歴史と文化財 

History & cultural properties of Utsunomiya                令和 6 年 7 月 1 日 

 

7 月開催のイベント 

うつのみやの戦災展 7 月 8 日（月）～8 月 31 日（土） 

旧篠原家住宅「切り絵体験教室」 7 月 20 日（土）・7 月 21 日（日） 

とびやま歴史体験館夏休み体験教室 7 月 30 日（火）・7 月 31 日（水）・8 月 6 日（火） 

8 月 7 日（水）・8 月 22 日（木）・8 月 23 日（金） 

上河内民俗資料館「夏休み昔遊び体験」 7 月 20 日（土）～8 月 31 日（土） 

旧篠原家住宅「小中学生古民家探検教室」 7 月 23 日（火）～8 月 10 日（土） 

上河内民俗資料館講座「小麦まんじゅう作り」 7 月 27 日（土） 

夏休み体験教室 縄文土器づくりに挑戦 7 月 27 日（土）・9 月 29 日（日） 

7 月申し込みのイベント 

親子で参加 文化財めぐり 8 月 3 日（土） 

お盆を迎えるための郷土料理講座 8 月 4 日（日） 

その他 

令和 6 年度宇都宮市民遺産の募集について 7 月 1 日（月）～9 月 30 日（月） 

「うつのみやの空襲」発売中  

お知らせ 

「大谷の奇岩群と採石産業の文化的景観」の 

重要文化的景観選定について 

 

 

  



 

 

◆ うつのみやの戦災展 ◆ 

 

開催日 7 月 8 日（月）～8 月 31 日（土） 

時間 午前 9 時～午後 5 時 

会場 清明館（本丸町・宇都宮城址公園内） 

内容 昭和 20 年 7 月 12 日に多くの犠牲者が出た宇都宮空襲をはじめとした，

宇都宮の戦災に関する資料や写真を展示・公開 

今年は宇都宮第 59 連隊第 1 大隊終焉の地，パラオ諸島アンガウル島に

て行われている遺骨遺留品収集作業において発見された遺留品を展示 

問合せ 文化都市推進課 028-632-2768 

◆ 旧篠原家住宅「切り絵体験教室」 ◆ 

 

開催日 ①7 月 20 日（土）  

②7 月 21 日（日） 

時間 午前 9 時～正午 

会場 旧篠原家住宅（今泉 1 丁目） 

内容 明治時代の雰囲気が漂う国指定重要文化財の旧篠原家住宅で，美

しい切り絵づくりを体験。 

対象者 市内在住の小中学生とその保護者 

定員 各先着 9 組 

費用 1 人 300 円（材料費） 

申し込み方法 電話で旧篠原家住宅へ。 

申込開始 7 月 3 日（水）午前 9 時～ 

問合せ 旧篠原家住宅 028-624-2200 



 

 

◆ 夏休み体験教室 「縄文土器づくりに挑戦」 ◆ 

 

開催日 ①7 月 27 日（土） 

②9 月 29 日（日） 

時間 ① 午前 9 時～午前 11 時 30 分  

② 午前 9 時～正午 

 （各回受付は 30 分前から） 

会場 うつのみや遺跡の広場 （上欠町） 

内容 ① 「成形」 

② 「焼成」 

対象者 市内在住の小中学生とその保護者 （2 回とも参加できる方） 

定員 抽選 40 名 

費用 1 セット 450 円 

申込方法 往復はがきの往信に「縄文土器づくりに挑戦」と明記し，参加希望者全員

の住所・氏名・電話番号・年齢・希望セット数，返信に代表者の住所・氏名

を書き，〒320-0855 宇都宮市上欠町 151-1 うつのみや遺跡の広場へ。

応募は 1 グループ 1 通まで。 

申込期限 7 月 10 日（水）必着 

問合せ うつのみや遺跡の広場 028-659-0193 



 

 

  

◆とびやま歴史体験館 夏休み体験教室◆ 
 

内容 子供向けの体験教室 

①土鈴作り ②コマ作り ③竹けん玉作り ④コースター作り 

⑤ストーンペイント ⑥折本作り 

時間 午前の部（10 時 30 分～正午） 

午後の部（2 時～3 時 30 分） 

会場 とびやま歴史体験館 （竹下町） 

開催日 ①7 月 30 日，8 月 23 日午前午後  

②7 月 31 日午前午後 

③8 月 6 日午後，8 月 7 日午前午後 

④8 月 6 日午前，8 月 22 日午前午後  

⑤7 月 30 日，7 月 31 日，8 月 22 日，8 月 23 日午前午後  

⑥8 月 6 日，8 月 7 日午前午後 

対象者 ①～④：小中学生（小 3 以下は保護者同伴） 

⑤⑥：3 歳以上（小 3 以下は保護者同伴） 

定員 ①～④：各 10 名 

⑤⑥：定員なし 

費用 ①～④：100 円 

⑤⑥：50 円 

申込方法 直接，または電話でとびやま歴史体験館（667-9400）へ。 

申込開始 ①～④：7 月 13 日（土）午前 9 時～ 

問合せ とびやま歴史体験館 028-667-9400 

◆ 上河内民俗資料館「夏休み昔遊び体験」 ◆ 

開催期間 7 月 20 日（土）～8 月 31 日（土） 

時間 午前 9 時から午後 5 時 (入館は午後 4 時 30 分まで) 

休館日 月曜日（但し，月曜日が休日の場合はその翌日） 

祝日の翌日（但し，土・日・祝日の場合は開館） 

会場 上河内民俗資料館 （中里町） 

内容 昔遊びのお手玉，けん玉，射的などの体験ができます。 

対象者 市内在住者 

申込方法 当日，直接，会場へ。ただし，団体の場合のみ事前に電話で。 

問合せ 上河内民俗資料館 028-674-3480 



 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 民話のつどい ◆ 

開催日 7 月 20 日（土） 

時間 午後 1 時 30 分～午後 2 時 30 分 

会場 梵天の湯 （今里町） 

内容 宇都宮伝統文化連絡協議会に所属する会員が地域に伝わる説話

や昔話などの民話を語ります。 

申込方法 当日，直接，会場へ。 

問合せ 宇都宮伝統文化連絡協議会（文化都市推進課内）028-632-2768 

◆ 旧篠原家住宅「小中学生古民家探検教室」 ◆ 

 

開催期間 7 月 23 日（火）～8 月 10 日（土） 

時間 午前 9 時～午後 5 時 （入館は午後 4 時 30 分まで） 

休館日 月曜日（但し，月曜日が休日の場合はその翌日） 

祝日の翌日（但し，土・日・祝日の場合は開館） 

会場 旧篠原家住宅 （今泉 1 丁目） 

内容 旧篠原家住宅を見学しながらクイズに挑戦 （参加賞：特製クリアファイル） 

対象者 小中学生 

問合せ 旧篠原家住宅 028-624-2200 



 

 

◆ 上河内民俗資料館親子講座「小麦まんじゅう作り」 ◆ 

開催日 7 月 27 日（土） 

時間 午前 9 時 30 分～正午 

会場 上河内地区市民センター （中里町） 

内容 盆行事の風習である小麦まんじゅうを作ります。 

対象者 市内在住の小中学生とその保護者 

定員 先着 6 組 

費用 1 組 600 円 （材料費） 

申込方法 電話で上河内民俗資料館へ。 

申込開始 7 月 3 日（水）午前 9 時～ 

問合せ 上河内民俗資料館 028-674-3480 

◆ 親子で参加 文化財めぐり ◆ 

 

開催日 8 月 3 日（土） 

時間 午前 9 時～午後 3 時 （雨天決行） 

会場 市役所（集合）～飛山城史跡公園・とびやま歴史体験館（史跡見学・土器

作り・昼食）～宇都宮城址公園（公園見学・VR 体験）～市役所（解散） 

※コース変更の場合あり ※昼食持参 

内容 親子で楽しめる体験型文化財めぐり 

（飛山城史跡公園・宇都宮城址公園の見学・土器づくりなどを行います。） 

対象者 市内在住の小学生以上とその保護者 

定員 抽選 30 人 （小学生以上の児童・生徒とその保護者） 

費用 1 人 100 円 （土器づくりの体験費用として） 

申込方法 往復はがきの往信に「親子で参加 文化財めぐり」と明記し，参加希望者

全員の郵便番号・住所・氏名・ふりがな・電話番号・年齢を，返信に代表

者の郵便番号・住所・氏名を書き，〒320-8540 宇都宮市役所文化都市

推進課へ。尚，1 グループ１通限り４人まで。 

申込期限 7 月 16 日（火）必着 

問合せ 文化都市推進課 028-632-2768 



 

 

 

 

 

◆ お盆を迎えるための郷土料理講座 ◆ 

開催日 8 月 4 日（日） 

時間 午前 10 時～午後 1 時 

会場 平石地区市民センター調理室 

内容 お盆を迎えるために作る郷土料理の実習 

（釜のふたまんじゅう，お盆の料理，カンピョウの料理など） 

対象者 市内在住者 

定員 抽選 16 人 

費用 1,000 円 （材料費） 

申込方法 はがきに「お盆を迎えるための郷土料理講座」と明記し，参加希望者全員

の住所・氏名・電話番号を書き（代表者は氏名の前に〇をつける）、〒

320-8540 市役所文化都市推進課内 宇都宮伝統文化連絡協議会へ。

応募は 1 グループ 1 通 2 人まで。 

申込期限 7 月 16 日（火）必着 

問合せ 伝統文化連絡協議会事務局（文化都市推進課内）028-632-2768 

◆ 令和 6 年度 宇都宮市民遺産の募集について ◆ 

内容 「みや遺産」制度は，市民や地域に愛され親しまれてきた歴史文化資源

を，地域ぐるみで継承していくために，宇都宮市が認定し，保存継承の活

動などを支援するものです。 

申込方法 事前に文化都市推進課へご相談の上，申請書の他，各地域まちづくり協

議会等からの推薦書や所有者の同意書などを取りまとめて提出。 

申込期間 7 月 1 日（月）～9 月 30 日（月） 

問合せ 文化都市推進課 028-632-2766 

◆ 「うつのみやの空襲」販売中 ◆ 

販売場所 文化都市推進課（市役所 12 階）・宇都宮城址公園清明館 

内容 本編「うつのみやの空襲」，別冊１「宇都宮市行政史料集」，別冊２「米軍

資料集」，付図「宇都宮空襲による被害状況図」 

販売価格 1 セット 1,500 円（税込） 

問合せ 文化都市推進課 028-632-2768 



 

≪各施設の休館日（7 月）≫ 

7 月１日，８日，１６日，２２日，２９日 

 うつのみや遺跡の広場  上欠町１５１－１  ０２８－６５９－０１９３ 

 上河内民俗資料館  中里町１８１－３  ０２８－６７４－３４８０ 

 旧篠原家住宅  今泉１丁目４－３３  ０２８－６２４－２２００ 

 とびやま歴史体験館  竹下町３８０－１  ０２８－６６７－９４００ 
 

 

◆ 「大谷の奇岩群と採石産業の文化的景観」の◆ 

重要文化的景観選定について   
 

 

 

 

内容 今回，「大谷の奇岩群と採石産業の文化的景観」が，栃木県で初めて重

要文化的景観に選定されます。（秋頃の告示をもって正式決定となりま

す。） 

日本の多様な気候風土の中で，人々は地域の自然と関わり合いながら

なりわいを立て，生活を営み，長い年月をかけてその土地ならではの特

徴的な景観を築きあげてきました。こうした景観を受け継ぐ土地を「文化

的景観」としています。その中でも，地域の特色を示す代表的なものや，

他に例を見ない独特なものとして国が選定したものが「重要文化的景観」

です。 

「大谷の奇岩群と採石産業の文化的景観」とは，大谷石を中心に形成さ

れた自然と石をほる人々の営みが共生する景観です。28 箇所が，本景

観の本質的な価値を顕著に示す重要な構成要素となります。 

大谷を訪れたことがある人も多いとは思いますが，これを機に文化的景

観というまた違った目線で訪れてみてはいかがでしょうか。 

問合せ 文化都市推進課 028-632-2766 


